
注
意
事
項

　　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
・「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　【
タ
イ
ト
ル
】

 

　
革
命
機
の
世
界
へ
　

　【
作
者
名
】

 

　
上
誠

　【
あ
ら
す
じ
】

　
ほ
ど
よ
く
?
狂
っ
た
中
学
生
　
新
藤（
し
ん
ど
う
））リ
ョ
ー
マ
は
神
様
?
の
失

敗　
に
よ
っ
て
死
ぬ
。

　　
転
生
先
は
「
革
命
機
ヴ
ァ
ル
ブ
レ
イ
ブ
」
そ
こ
で
面
白
お
か
し
く
楽
し
む
お
話

で
あ
る
。



　
第
1
話

　　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
新
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
オ
レ
、
新
藤
は
今
幼
稚
園
児
に
も
っ
ど
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
な
ん
じ
ゃ
こ
れ

!!!
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
思
い
出
せ
!
今
日
何
し
た
か
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ま
ず
朝
飯
食
べ
て
、
外
に
居
る
ダ
チ
に
鞄
投
げ
つ
け
て
、
外
を
走
っ
て
た
い
た

ら
・
・
・
あ
!
」

　「
面
白
そ
う
な
こ
と
（
喧
嘩
）
し
て
割
っ
て
入
ろ
う
と
し
て
　

　
横
断
歩
道
わ
た
ら
な
っ
か
た
か
ら
車
に
　
　

　
轢
か
れ
て
死
ん
で
神
様
に
あ
っ
た
ん
だ
よ
な
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
ハ
イ
、
そ
う
だ
よ
。」

　
空
か
ら
頭
に
輪
っ
か
を
つ
け
た
自
称
神
が
出
て
き
た
。

「
自
称
じ
ゃ
な
い
よ
!
」　

「
で
、
俺
は
こ
れ
に
あ
っ
て
」　
　

「
転
生
し
た
。「
そ
う
だ
よ
。」
そ
う
だ
ろ
。（
ド
ヤ
）」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

「
君
は
僕
が
急
に
出
て
き
た
の
突
っ
込
ま
な
い
の
。」

「
面
白
い
か
ら
な
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ま
わ
り
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
い
い
け
ど
。」　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
じ
ゃ
あ
キ
ミ
の
転
生
特
典
を
確
認
す
る
ね
。」

「
常
人
以
上
の
身
体
能
力
と
俺
専
用
の
ヴ
ァ
ル
ヴ
レ
イ
ヴ
だ
っ
た
よ
な
。」

「
そ
こ
ま
で
わ
か
っ
て
た
ら
問
題
な
い
よ
ね
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
い
う
と
自
称
神
は
天
に
帰
っ
た
。
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　「
あ
い
つ
は
な
に
し
た
っ
か
た
ん
だ
?
」　

「
あ
と
一
つ
」　
　
　

「
ま
だ
い
た
。」　

「
大
事
な
こ
と
ひ
と
つ
伝
え
て
な
か
っ
た
か
ら
ね
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
キ
ミ
は
、
指
南
家
に
い
て
も
ら
う
か
ら
。」　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
面
白
そ
う
じ
ゃ

ね
ー
か
」　

　
自
称
神
は
ハ
ト
が
豆
鉄
砲
食
ら
っ
た
か
の
よ
う
に
な
り
　
　
　
　

「
あ
れ
ふ
つ
う
は
大
な
り
小
な
り
驚
く
ん
だ
け
ど
。」
と
言
っ
た
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暗
に
キ
ミ
は
狂
っ
て
る
ね
と
言
っ
て
い
る
だ

か
ら
俺
は
こ
う
答
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　「
そ
　
　
　
れ
　
　
　
が
　
　
俺
　
　
だ
」　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　「
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。
　
キ
ミ
は
ほ
ん
と
に
お
も
し
ろ
い
、
僕
は
本
当

に
キ
ミ
の
担
当
で
よ
っ
か
っ
た
。」　

　
神
が
い
さ
さ
か
不
気
味
に
笑
っ
て
そ
う
い
っ
た
。
　
　

「
じ
ゃ
あ
ひ
と
つ
だ
け
い
い
こ
と
教
え
て
あ
げ
る
よ
。
　
　
転
生
者
は
君
だ
け

じ
ゃ
な
い
よ
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
そ
れ
を
言
っ
た
ら
神
は
、「
じ
ゃ
さ
い
な
ら
」
と
言
っ
て
、　

　
今
度
こ
そ
天
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
神
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「
ほ
ん
と
久
し
ぶ
り
だ
よ
。
　
あ
そ
こ
ま
で
お
も
し
ろ
そ
う
な
の
。」　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
神
殿
に
戻
る
と
他
に
超
マ
ッ
チ
ョ
の
神
と
美
人
の
神
が
い
た
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
超
マ
ッ
チ
ョ
の
神
は
聞
く
。

「
お
も
し
ろ
そ
う
な
の
が
い
た
か
?
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

「
い
た
よ
、
と
び
っ
き
り
面
白
そ
う
な
の
が
。」
と
神
は
言
う
。

「
そ
れ
は
ど
ん
な
の
?
」
と
美
人
の
か
み
は
聞
く
。

「
秘
密
だ
よ
。
勝
負
の
相
手
に
教
え
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
。」
と
返
し
そ
れ
か
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
そ
れ
じ
ゃ
あ
君
た
ち
の
所
に
面
白
そ
う
な
の
が
い

た
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
応
、
強
そ
う
な
の
が

一
人
」　

「
え
え
、
き
れ
い
な
人
が
一
人
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
彼
は
「
面
白
そ
う
な
の
が
い
た
か
い
?
」
と
聞
い
た
の
だ
が

　
二
人
と
も
回
答
の
仕
方
が
違
う
け
れ
ど
　

　
彼
は
気
に
せ
ず「
そ
う
か
い
。」と
い
う
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
で
わ
、

こ
こ
に
役
者
が
集
結
し
た
誰
が
生
き
残
れ
る
か
死
闘
の
始
ま
り
だ
!
」　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
頃
新
藤
は
、
あ
れ
、
俺
い
っ
た
い
ど
う
っ
や
て
、　

　
指
南
家
に
行
く
ん
だ
と
、
一
瞬
悩
む
と
「
ま
あ
、
そ
れ
も
面
白
い
。」
と

　
彼
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
、
あ
ち
こ
ち
ぶ
ら
ぶ
ら
し
始
め
た
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

- 4 -



　
キ
ャ
ラ
紹
介

　　
　
主
人
公
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
藤
（
し
ん
ど
う
）
リ
ョ
ー
マ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
身
長
　
１
７
５
ｃ
ｍ
（
原
作
開
始
時
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
体
重
５
０
ｋ
ｇ
（
原
作
開
始
時
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
特
技
　
料
理
　
喧
嘩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
料
理
は
見
た
目
は
グ
ロ
ク
　

　　
周
り
の
皆
さ
ん
い
わ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　「
見
か
け
は
悪
い
が
あ
じ
は
プ
ロ
並
」
ら
し
い
　

　　
シ
ョ
ー
コ
に
料
理
を
教
え
た
張
本
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
そ
の
た
め
　
　
原
作
よ
り
味
だ
け
は
良
く
な
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
料
理
は
転
生
前
の
世
界
で
家
族
か
ら
も
家
追
い
出
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
出
て

行
っ
た
た
め

　　
自
力
で
な
ん
で
も
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
た
め
　
　
家
事
全
般
を
完
ぺ
き
に
こ
な
せ
る
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喧
嘩
は
彼
を
不
気
味
に
お
も
っ
た
生
徒
達
と
衝
突
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た

め
得
意
に
な
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
家
か
ら
出
た
後
金
も
自
力
で
稼
い
だ
た
め
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
豊
富
で
あ
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
家
族
に
追
い
出
さ
れ
て
し
っ
ま
っ
た
た
め

　「
他
人
は
利
用
す
る
物
」
と
骨
に
染
み
つ
い
て
し
っ
ま
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　　
転
生
特
典
の
運
動
能
力
は
大
人
の
プ
ロ
と
同
じ
く
ら
い

　　
そ
し
て
体
に
銃
な
ど
の
使
い
方
も
し
み
つ
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　

　
指
南
　
シ
ョ
ー
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
身
長
　
１
６
０
ｃ
ｍ
（
原
作
開
始
時
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
体
重
　
秘
密
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
藤
に
対
し
て
関
わ
り
思
っ
て
い
る
数
少
な
い
人
の
一
人
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
彼
に
料
理
を
教
え
て
も
ら
っ
た
た
め
原
作
よ
り
と
て
も
お
い
し
く
で
き
た
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
彼
の
料
理
を
食
べ
て
か
ら
見
た
目
は
変
で
も
味
が
お
い
し
い
物
が
あ
る
こ
と
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に
き
ず
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
た
め
原
作
よ
り
変
な
組
み
合
わ
せ
を
食
べ
て
い
る
こ
と
が
多
い
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ハ
ル
ト
と
の
こ
と
で
お
ち
ょ
く
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　

　
ア
キ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
身
長
１
５
５
ｃ
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
ヒ
ロ
イ
ン
予
定
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
先
に
言
っ
て
お
く
が
俺
は
年
下
好
き
で
わ
な
い
（
新
藤
）　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
時
縞
　
ハ
ル
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
身
長
１
７
３
ｃ
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　　
シ
ョ
ー
コ
に
告
白
で
き
て
い
な
い
の
を
お
ち
ょ
く
ら
れ
て
い
る
か
わ
い
そ
う
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な
人
の
一
人
　
　
　
　

　
　
　
　
　

「
火
人
」
の
乗
り
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　

　　
犬
塚
　
キ
ュ
ー
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
身
長
１
７
９
ｃ
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
藤
の
知
り
合
い
の
一
人
　
金
も
う
け
に
特
化
し
た
面
白
い
や
つ
（
新
藤
）　

　
　
　

　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　

　
神
様
　
自
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　
新
藤
を
転
生
し
た
張
本
人
　
呼
ん
だ
の
は
ミ
ス
で
わ
な
く
役
者
と
し
て
で
あ

る
　
　
　
　
　
　
　

　　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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原
作
開
始
!

　　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
???

　「
つ
い
に
始
ま
る
か
。」

　
銃
の
手
入
れ
を
終
わ
ら
せ
る
と
、

　
１
人
旅
団
（
笑
）
の
や
つ
か
ら

「
早
く
来
い
。」

　
と
呼
ば
れ
た
。

「
ヘ
イ
ヘ
イ
。

　
わ
か
っ
て
る
か
ら
、
あ
ま
り
急
が
す
な
。」

　「
な
ら
ば
、
さ
っ
さ
と
準
備
し
ろ
。」

　「
わ
か
っ
た
よ
、
エ
ル
エ
ル
フ
。」

　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　

　　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
???

　「
確
か
に
、
そ
の
可
能
性
も
頭
に
入
れ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
な
。」

　「
で
は
、
こ
の
案
は
採
用
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。」

　「
そ
れ
で
は
、
今
回
の
会
議
は
終
了
し
ま
す
。」

　
人
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
出
て
行
く
。

　「
そ
う
い
え
ば
今
日
で
し
た
ね
。」

　
そ
の
場
に
残
っ
て
い
た
彼
女
は
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
呟
い
た
。
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　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
新
藤

　「
ふ
ぁ
〜
あ
」

　
眠
い
な
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。

　
今
日
が
、
原
作
開
始
時
で
も
気
に
し
な
い
。

　
そ
れ
が
、
狂
人
（
リ
ョ
ー
マ
）
で
あ
る
。

　　「
ｐ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
」

　
携
帯
を
開
く
と
。

　　
　
着
信
１
件

　
　
題
：
新
藤
お
願
い
。

　
本
文
：
焼
き
そ
ば
パ
ン
１
個
買
っ
て
き
て
。

　　「
ま
た
か
。」

　
あ
の
引
き
こ
も
り
、
と
愚
痴
り
な
が
ら

　
購
買
に
下
り
て
行
っ
た
。

　　
　
今
日
は
、
校
庭
で
焼
き
そ
ば
パ
ン
の
大
食
い
対
決
が
あ
っ
た
の
で

　
焼
き
そ
ば
パ
ン
は
売
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
あ
い
つ
絶
対
わ
か
っ
て
る
よ
な
。」

　
溜
息
を
吐
い
て
、

　
携
帯
を
取
り
出
し
、

　　　
題
：
焼
き
そ
ば
パ
ン

　
本
文
：
キ
ュ
ー
マ
、
焼
き
そ
ば
パ
ン
一
個
く
れ
。
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「
送
信
っ
と
。」

　「
ｐ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
」

　「
さ
す
が
だ
な
。」

　　
題
：
す
ま
ん

　
本
文
：
も
う
一
個
も
の
こ
っ
て
な
い
。

　
　
　
　
ハ
ル
ト
の
奴
も
た
く
さ
ん
食
っ
た
か
ら
な
。

　
　
　
　
ハ
ル
ト
の
胃
の
中
に
な
ら
あ
る
け
ど
な
!

　　
　
そ
れ
、
食
え
る
の
か
?
と

　
　
疑
問
に
思
っ
た
が

　
　
一
応
、
お
礼
の
メ
ー
ル
を
送
っ
と
い
た
。

　　
　
　
キ
ー
ン
、
コ
ー
ン
、
カ
ー
ン
、
コ
ー
ン

　　
　
チ
ャ
イ
ム
が
、
鳴
り
響
い
た
。

　
　
そ
し
て
、
新
藤
は
正
々
堂
々
と
学
校
を
さ
ぼ
り
始
め
た
。

　　
　

　「
新
藤
、
焼
き
そ
ば
パ
ン
あ
っ
た
?
」

　「
無
か
っ
た
よ
。」　

　「
役
立
た
ず
。」

　「
う
る
せ
ぇ
。」

　
　

　
　
　
今
、
新
藤
が
い
る
の
は
ラ
ブ
コ
メ
し
て
い
る
教
室
。

　
　
で
は
な
く
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（
仮
）
の
中
で
あ
る
。

　
　
焼
き
そ
ば
パ
ン
を
買
っ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
の
は
、

　
　
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
引
き
こ
も
り
の
ア
キ
ラ
で
あ
る
。
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彼
自
身
、
彼
女
の
引
き
こ
も
っ
て
い
る
理
由
が
わ
か
っ
て
い
る
た
め
多
少
大

目
に
見
て
い
る
が
、

　　「
お
前
絶
対
わ
か
っ
て
た
た
だ
ろ
う
。」

　
　
な
ん
せ
彼
女
は
、
学
校
中
の
監
視
カ
メ
ラ
を
使
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
溜
息
を
吐
き
な
が
ら
、

　「
ほ
れ
。」

　「
ア
ン
パ
ン
?
」

　「
い
ら
な
い
か
?
」

　「
い
る
。」

　
　
そ
う
言
い
な
が
ら
、
ア
ン
パ
ン
を
食
べ
始
め
た
。

　「
ｐ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
」

　「
ほ
う
ひ
は
の
。（
ど
う
し
た
の
）」

　「
メ
ー
ル
だ
よ
。」

　
　
そ
う
い
う
と
ア
キ
ラ
は
、
少
し
残
念
そ
う
に

　「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

　「
行
っ
て
く
る
。」

　
　

　
　
教
室
で
も
、
ラ
ブ
コ
メ
さ
れ
て
い
て
が
、

　
　
こ
れ
も
十
分
ラ
ブ
コ
メ
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
だ
が
、
本
人
に
自
覚
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
イ
ヤ
、
な
い
。

　　
　
　

　
　
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（
仮
）
か
ら
出
る
と
、

　
　
新
藤
は
、
メ
ー
ル
の
中
身
を
確
認
し
た
。

　
　
題
：
ち
ょ
っ
と
来
て
く
れ
。

　
　
本
文
：
今
か
ら
掃
除
だ
か
ら
手
伝
っ
て
く
れ
。

　
　
　
　
　
頼
む
な
。

　　
　「
俺
が
行
く
と
思
っ
て
る
の
か
?
」

　
　
　
な
ど
と
言
い
つ
つ
し
っ
か
り
手
伝
い
に
行
く
の
で
あ
っ
た
。
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原
作
介
入
!

　　
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
　
???

　　「
よ
し
、
こ
れ
で
全
員
そ
ろ
っ
た
な
。」

　「
そ
れ
で
は
、
作
戦
を
確
認
す
る
。」

　「
ま
ず
は
、
起
き
ろ
ア
ホ
。」

　
　
ゴ
ン

　　「
痛
い
!
本
気
で
殴
ん
な
!
」

　
　
エ
ル
エ
ル
フ
は
、
寝
て
い
た
俺
を
殴
り
や
が
っ
た
。

　　「
ア
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
」

　「
お
前
、
一
度
し
っ
か
り
反
省
し
ろ
。」

　
　
上
か
ら
、
ク
ー
フ
ィ
ア
、
ア
ー
ド
ラ
イ
に
な
っ
て
い
る
。

　　「
し
ゃ
ー
ね
ー
だ
ろ
。
眠
い
ん
だ
か
ら
さ
。」

　
　
周
り
の
皆
さ
ん
か
ら
、
こ
い
つ
ア
ホ
だ
ろ
。

　
　
と
い
う
視
線
で
見
ら
れ
て
い
る
が
気
に
せ
ず
。

　　「
さ
っ
さ
と
、
作
戦
説
明
し
て
く
れ
よ
。」

　　
　
も
う
、
俺
に
説
得
は
無
理
と
エ
ル
エ
ル
フ
も
思
っ
た
の
か
説
明
を
始
め
た
。

　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　　
　
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
???

　　
　「
今
か
ら
ど
こ
に
行
く
ん
だ
い
?
」

　
　
　
前
か
ら
、
議
員
の
一
人
が
と
い
か
け
て
き
た
。
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　（
鬱
陶
し
い
だ
よ
ね
、
コ
イ
ツ
。）

　
　
　
表
情
を
変
え
な
い
よ
う
に
し
て
。

　
　「
私
の
機
体
の
整
備
状
態
を
確
認
し
た
い
の
で
。」

　
　「
そ
う
な
ん
だ
。
が
ん
ば
っ
て
ね
。」

　　
　「
は
ぁ
ー
。」

　
　
　（
そ
う
い
え
ば
そ
ろ
そ
ろ
エ
ル
エ
ル
フ
達
が
攻
め
始
め
る
頃
ね
。）

　
　
　
彼
女
は
、
足
早
に
出
て
行
っ
た
。

　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　　
　
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
新
藤

　　
　「
面
倒
だ
な
ー
。」

　
　
　
お
れ
は
、
今
掃
除
中
な
の
だ
が
、
メ
ン
ド
ク
サ
イ
よ
や
っ
ぱ
り
。

　　
　「
お
い
、
新
藤
こ
っ
ち
手
伝
っ
て
く
れ
。」

　
　「
い
や
だ
よ
。
キ
ュ
ー
マ
」

　
　「
新
藤
頼
む
か
ら
さ
。」

　
　「
ハ
ル
ト
お
前
が
告
白
し
た
ら
な
。」

　
　「
な
っ
・
・
・
!
／
／
／
」

　
　
　
自
分
で
言
う
の
も
な
ん
だ
が
完
ぺ
き
に
返
せ
た
ぜ
。

　　
　
　
ク
ル
ク
ル
ク
ル
ク
ル

　　
　
　
ゴ
ッ
チ
ー
ン

　
　「
痛
っ
た
ー
。」

　
　「
何
す
る
ん
だ
!
シ
ョ
ー
コ
。」

　
　
　
俺
に
、
物
を
投
げ
て
き
た
本
人
シ
ョ
ー
コ
を
睨
み
つ
け
る
。

　
　「
仕
事
を
リ
ュ
ー
マ
が
し
て
な
い
か
ら
じ
ゃ
ん
。」

　
　「
そ
う
だ
け
ど
さ
。」
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俺
は
シ
ョ
ー
コ
の
耳
元
で

　
　「
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
、
ハ
ル
ト
に
嫌
わ
れ
る
ぞ
。（
コ
ソ
コ
ソ
）」

　
　「
な
、
な
ん
で
こ
こ
で
ハ
ル
ト
が
出
て
く
る
の
よ
ー
!
／
／
／
」

　
　
　
顔
を
、
真
っ
赤
に
し
て
叫
ぶ
。

　
　「
俺
が
ど
う
し
た
ん
だ
?
」

　
　「
な
ん
で
も
な
い
!
／
／
／
な
ん
で
も
な
い
よ
!
／
／
／
」

　
　
　
さ
ら
に
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
ご
ま
か
す
。

　
　「
初
々
し
い
ね
ー
。
本
当
、
青
春
し
て
る
ね
〜
。」

　
　
　
と
、
ジ
ジ
く
さ
い
セ
リ
フ
を
言
う
と

　
　「
お
前
も
ま
だ
高
校
生
だ
ろ
う
が
。」

　
　
　
と
、
キ
ュ
ー
マ
の
ツ
ッ
コ
ミ
が
入
る
。

　「「
あ
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
。」」

　
　「
は
ぁ
〜
本
当
お
も
し
ろ
っ
か
っ
た
。」

　
　
　
と
言
う
と

　
　「
俺
も
、
面
白
っ
か
た
よ
」

　
　
　
と
キ
ュ
ー
マ
も
言
っ
た
。

　　
　「
キ
ュ
ー
マ
、
す
ま
ん
時
間
だ
か
ら
も
う
戻
る
よ
。」

　
　「
そ
ー
か
、
じ
ゃ
あ
ま
た
明
日
な
」

　
　「
シ
ョ
ー
コ
と
ハ
ル
ト
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
し
っ
か
り
わ
き
ま
え
る
よ
う
に
と

言
っ
と
い
て
く
れ
。」

　
　「
わ
か
っ
た
よ
、
じ
ゃ
あ
な
。」

　
　「
じ
ゃ
あ
、
ま
た
明
日
」

　
　
　
俺
は
そ
う
言
っ
て
皆
と
別
れ
た
。

　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
???

　　
　
　
誰
も
い
な
い
。

　
　
皆
、
僕
を
避
け
る
。

　
　
な
ん
で
、
た
だ
遊
び
た
い
だ
け
な
の
に
。
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皆
、
待
っ
て
よ
皆

　　　　「
お
・
・
・
・
・
い
起
き
・
起
き
ろ
、
本
崎
。」

　
　
目
の
前
に
エ
ル
エ
ル
フ
の
顔
が
あ
っ
た
。

　「
ど
う
し
た
。
俺
が
寝
る
の
は
い
つ
も
の
こ
と
だ
ろ
。」

　
　
と
、
俺
が
聞
く
と

　「
あ
あ
、
だ
が
お
前
の
体
調
が
悪
く
な
る
と
困
る
の
で
な
。」

　
　
と
答
え
ら
れ
た
。

　
　
つ
ま
り
、
俺
は
ま
た

　「
魘
さ
れ
て
い
た
の
か
。」

　
　
俺
が
エ
ル
エ
ル
フ
達
の
仲
間
の
本
崎
に
な
る
前
の
記
憶

　
　
転
生
す
る
前
の
、
一
人
だ
っ
た
頃
の
本
崎
と
し
て
の
記
憶
に
。

　
　
も
う
戻
り
た
く
な
い
、
独
り
に
。

　　
　
　
だ
か
ら
、
俺
は
大
丈
夫
だ
と
嘘
を
吐
こ
う
。

　　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
新
藤

　　「
す
ま
な
い
。
指
南
さ
ん
。」

　
　
俺
は
、
地
下
室
に
い
る
。

　
　
今
、
上
で
は
敵
が
来
て
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
　
そ
ん
な
中
、
俺
は
ヴ
ァ
ル
ヴ
レ
イ
ヴ
を
守
る
た
め
地
下
に
い
る
。

　「
指
南
さ
ん
、
ア
ン
タ
と
の
約
束
守
れ
そ
う
に
な
い
や
。」

　
　
俺
は
呟
い
た
。

　「
こ
れ
を
、
敵
に
渡
さ
な
け
れ
ば
全
て
を
変
え
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。」

　
　
解
っ
て
い
る
、
そ
う
す
れ
ば
一
番
い
い
こ
と
は
、
で
も
や
は
り
、

　「
も
う
止
め
ら
れ
ね
ぇ
ん
だ
よ
。
こ
の
世
界
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
。」
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だ
か
ら
こ
そ
誓
う
。

　
　
た
と
え
皆
を
敵
に
回
し
て
で
も
狂
人
（
俺
）
を
受
け
入
れ
た
皆
を
守
る
と
。

　「
も
う
来
た
の
か
。」

　
　
そ
う
つ
ぶ
や
い
た
刹
那
頭
を
打
ち
抜
か
れ
た
。

　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
第
三
者
目
線

　
　

　
　
　
地
下
室
の
中
に
入
る
と
ま
だ
生
き
て
い
た
、
男
の
頭
を
転
生
者
は
打
ち
ぬ

い
た
。

　
　
そ
れ
を
行
っ
た
転
生
者
は
、
こ
れ
で
原
作
を
壊
せ
た
と
思
っ
た
。

　
　
し
か
し
違
っ
た
。

　
　
頭
を
し
っ
か
り
打
ち
抜
か
れ
た
は
ず
の
転
生
者
が
押
し
た
の
だ
。

　　
　
そ
れ
か
ら
、
そ
の
転
生
者
は
手
に
持
っ
て
い
た
銃
で
応
戦
し
て
き
た
。

　
　
そ
れ
を
見
た
転
生
者
は
皆
に
撤
退
を
呼
び
か
け
た
。

　
　
リ
ー
ダ
ー
ら
し
き
男
が
撤
退
の
指
揮
を
出
し
た
の
で
帰
っ
て
行
っ
た
。

　
　

　
　
こ
の
戦
い
は
守
り
に
徹
し
た
男
が
勝
っ
た
の
だ
。

　
　

　
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
超
マ
ッ
チ
ョ
の
神

　　
　「
ほ
れ
、
俺
の
予
想
ど
う
り
だ
っ
た
な
。」

　
　
　
自
分
が
呼
ん
だ
転
生
者
に
自
称
神
と
、
呼
ば
れ
て
い
る
神
が
自
慢
し
て
き

た
。

　
　「
確
か
に
、
そ
う
だ
な
。」

　
　
　
今
回
は
お
と
な
し
く
負
け
を
認
め
た
。

　
　「
だ
が
、
お
前
が
選
ん
だ
奴
が
あ
ん
な
男
だ
と
思
わ
ん
か
っ
た
。」
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神
は
い
か
に
も
予
想
外
だ
っ
た
と
言
い
た
そ
う
な

顔
だ
っ
た
。

　
　「
見
た
目
だ
け
が
強
さ
じ
ゃ
な
い
か
ら
な
、

　
　
　
あ
の
男
は
、
周
り
を
守
る
た
め
戦
う

　
　
　
ヒ
ー
ロ
ー
だ
か
ら
な
。」

　
　
　
俺
が
そ
う
い
う
と
、
神
は
と
て
も
驚
い
て
い
た
。

　
　
　
俺
は
そ
こ
ま
で
馬
鹿
じ
ゃ
ね
〜
よ
。

　
　
　
声
に
だ
し
て
言
い
た
い
が
、
話
が
進
ま
な
く
な
り
そ
う
だ
し
な
と
思
っ
て

い
る
と
、

　
　「
あ
い
つ
は
、
ヒ
ー
ロ
ー
を
倒
し
た
悪
党
か
。」

　
　
　
あ
い
つ
は
、「
あ
の
事
」
を
思
い
出
し
て
呟
い
た
。

　
　
　
や
っ
ぱ
り
、
あ
い
つ
は
、

　
　「
今
回
は
、
俺
の
勝
ち
だ
、
じ
ゃ
あ
ね
。」

　
　
　
あ
い
つ
は
楽
し
そ
う
に
、
笑
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
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原
作
狂
化

　　
　
　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
新
藤

　　「
痛
い
ぃ
。」

　
　
前
回
、
頭
を
打
ち
抜
か
れ
た
、
新
藤
は
痛
み
で
苦
し
ん
で
い
た
。

　「
畜
生
あ
の
神
め
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
は
、
転
生
特
典
と
い
う
こ
と
で
、

　
　
神
か
ら
直
接
も
ら
っ
た
?
の
だ
が
、

　
　

　
　
手
紙
に
、

　「
不
老
不
死
っ
ぽ
い
能
力
は
あ
る
け
ど
、
痛
覚
は
し
っ
か
り
あ
る
か
ら
＾
―
＾
」

　
　
と
、
書
い
て
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
、
何
言
っ
て
る
ん
だ
と
思
っ
て
い
た

が　　
　
そ
れ
の
意
味
を
し
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
別
の
話
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
さ
っ
さ
と
、
原
作
進
ま
せ
な
い
と
な
。」

　　
　
外
に
出
よ
う
と
す
る
と
頭
を
打
ち
抜
か
れ
た
。

　「
お
い
、
最
近
で
は
頭
を
打
ち
ぬ
く
の
が
流
行
っ
て
ん
の
?
」

　
　
彼
は
痛
い
の
を
我
慢
し
て
言
っ
た
。

　「
黙
れ
、
転
生
者
。」

　　
　
そ
の
一
言
で
彼
も
理
解
し
た
。

　「
お
前
は
、
壊
し
て
も
い
い
ん
だ
な
。」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
彼
は
壊
れ
た
。

　　
　
そ
れ
が
、
こ
の
世
界
に
来
た
彼
を
さ
す
言
葉
で
あ
る
。
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転
生
前
と
は
違
い
、
家
族
も
で
き
て
、
友
達
も
で
き
た
。

　
　
だ
が
、
元
か
ら
狂
っ
て
い
る
せ
い
で
回
り
を
巻
き
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
　
そ
し
て
壊
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
や

れ
る
も
の
な
ら
や
っ
て
!
・
・
く
っ
!
」

　
　
急
に
仕
掛
け
ら
れ
た
た
め
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
。

　「
な
ん
な
ん
だ
よ
!
お
前
は
!
」

　
　
ア
イ
ツ
は
問
い
か
け
た
。

　「
俺
は
、
狂
人
だ
よ
。」

　
　
彼
は
そ
の
一
言
と
と
も
に
銃
を
撃
っ
た
。

　
　
い
つ
も
の
彼
を
知
る
も
の
で
も
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る
だ
ろ
う
。

　
　
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
い
る
の
は
、
転
生
前
の
壊
れ
て
い
な
い
狂
人
の
姿
が

　
　
そ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
本
崎

　　
　
な
ん
で
、
あ
そ
こ
に
人
が
い
た
。

　
　

　
　
原
作
、
道
理
な
ら
、
研
究
者
だ
け
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
。

　
　
彼
が
悩
ん
で
い
る
と
、

　「
お
い
、
本
崎
。」

　
　
エ
ル
エ
ル
フ
が
、
俺
を
呼
ん
で
い
た
。

　「
な
ん
だ
?
」

　
　
俺
が
そ
う
聞
く
と
、
エ
ル
エ
ル
フ
は
、

　「
お
前
は
、
何
を
知
っ
て
い
る
。」

　
　
そ
う
聞
い
て
き
た
。

　　
　
正
直
、
驚
い
た
。
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エ
ル
エ
ル
フ
に
嘘
は
通
じ
な
い
の
で
、
本
当
の
こ
と
を
言
う
。

　
　

　「
何
も
知
ら
な
い
。」

　
　
本
来
、
い
な
い
は
ず
の
人
間
、
だ
か
ら
で
あ
る
。

　「
ま
て
よ
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
。」

　
　
俺
は
、
エ
ル
エ
ル
フ
に
、

　「
御
免
。」　

　
　
そ
う
い
う
と
、
後
ろ
か
ら
の
声
を
無
視
し
て
走
り
抜
け
て
い
っ
た
。

　　―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
新
藤

　　
　
勝
負
は
、
互
角
に
思
え
た
だ
が

　
　
あ
い
つ
と
僕
と
で
は
圧
倒
的
な
違
い
が
あ
っ
た
。

　
　
精
神
で
あ
る
。

　
　

　
　
あ
い
つ
は
、
今
日
ま
で
頑
張
っ
て
生
き
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
生
き
残
ろ
う
と
い
う
精
神
も
強
い
だ
ろ
う
。

　　
　
だ
が
、
足
り
な
い
、
も
っ
と
、
愉
し
く
戦
わ
な
い
と
。

　
　
も
っ
と
、
真
っ
赤
に
、
も
っ
と
派
手
に
殺
そ
う
。

　
　
そ
の
精
神
が
な
い
。

　
　

　
　
そ
し
て
、
僕
が
ト
ド
メ
を
刺
そ
う
と
し
た
と
き
。

　
　
地
面
が
、
大
き
く
揺
れ
た
。

　
　

　
　
そ
れ
で
俺
の
意
識
が
戻
っ
た
。

　　
　
ど
う
や
ら
、
ア
イ
ツ
は
エ
ル
エ
ル
フ
達
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
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現
状
を
、
落
ち
着
い
て
見
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
ア
イ
ツ
は
、
な
お
も
立
ち
あ
が
っ
た
。

　「
俺
は
、
あ
い
つ
ら
は
、
こ
ん
な
、
俺
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。

　
　
だ
か
ら
、
お
前
ら
に
壊
さ
せ
る
か
よ
。」

　
　
そ
う
言
っ
て
。
跳
び
か
か
っ
て
き
た
。

　　
　
俺
は
適
当
に
捌
い
て
思
っ
た
。

　　
　
コ
イ
ツ
も
俺
と
同
じ
だ
。

　
　

　「
お
前
に
も
負
け
ら
れ
な
い
理
由
が
あ
る
ん
だ
。」

　
　
そ
う
、
言
っ
て
今
度
こ
そ
ト
ド
メ
を
刺
そ
う
と
し
た
ら
。

　
　

　
　
ブ
ュ
ー
ー
ー
ン

　
　

　
　
そ
ん
な
、
音
と
共
に
機
体
が
一
機
来
た
。

　
　

　「
本
堂
、
乗
れ
。」

　
　
そ
れ
を
聞
く
と
本
堂
は
そ
れ
に
飛
び
込
ん
だ
。

　
　
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
、
飛
ん
で
行
っ
た
。
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